
 法改正や新法施行に伴い、障害児者の支援を行う環境が大き 

く変化をしている中、支援が必要な子ども達に対する支援の在 

り方が大きな課題となっています。大和市においても、福祉・ 

医療・教育・家庭の連携が十分とは言えません。 

松江市では、教育・保健・福祉・医療が連携した早期からの一貫した支援体制を構築しており、教育を主体とし

た発達支援や障害者支援を行うため、松江市保健福祉総合センター内に松江市発達・教育相談支援センター「エス

コ」を設置しています。スペースも充実しており、個室の相談室のほかに、カメラ付き遊具室もあり、別室で子ど

もの様子をモニターながら相談ができます。会議を行う部屋などを行う部屋も整備されていました。また、松江市

立病院に隣接しており、医療との連携もスムーズに行える環境にありました。 

具体的な取り組みとして、３歳児検診を受信したすべての子どもに「すくすく子育て手帳」を配布し、支援体制

の理解と啓発を行い、支援が必要な子ども達にサポートファイル「だんだん」を無料配布。相談支援電子カルテシ

ステムを整備し、１歳半・３歳児検診データを一括管理し保健センターと情報の共有化を行っていました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月中旬、会派のメンバーとともに視察研修を行いました。 

行き先とその目的については以下の通りです。 

① 島根県松江市「教育・保健・福祉が一体の発達障がい等へ

の支援について」 

② 島根県安来市「安来市地域支え合い活動の推進に関する条

例について」 

③ 鳥取県鳥取市立病院「在宅療養患者と地域のかかりつけ医、

病院を結ぶ絆ノートについて」 

④ 鳥取県立図書館「学校図書館支援センターについて」 

今回のみね新聞では、発達障害などで支援を必要とする子ど

も達への支援強化を行っている松江市の取り組みをご紹介さ

せていただきます。 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３５） 
【プロフィール】昭和 55 年 11 月 27 日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の８歳の娘（桜丘小３年）、５歳の長男と２歳の次男の

５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4 サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■会派明るいみらい大和～視察研修～ 

 

■松江市発達・教育相談支援センターへ 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第７７回みねスクエア 
８月２８日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
○第７８回みねスクエア  
９月２５日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第７７回みねスクエア 
１０月１６日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０２和室 
公務や天候等により日程が変更になる可能性が
あります。恐れ入りますが参加される際はホーム
ページなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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支援を行う関係機関が、子どもの適切な支援を考える際、それ

までどのような相談や支援を受けてきたのかという情報は重要で

す。サポートファイル「だんだん」にこれらの情報を記録してお

くことで、教育・家庭・医療で情報を共有化し、一貫した支援に

繋げることができます。 

また、「松江市家庭・教育・医療連携シート」を作成し運用して

おり、医療機関が家庭や学校における対象児童の様子を的確に把

握し、的確な診断や医学的な助言に活かしています。これらの情

報を蓄積しながら共有化することで、支援が必要な子どもの状態

や時期に合わせた適切な支援が可能となります。 

■支援情報の共有化と相互利用 

 

 

■行政による情報の共有化は不可欠 

 

 
 障害やその他の理由により、支援を必要としている子どもは全国的にも増加しており、支援体制の充実化を図っ

ていなければなりません。そのためにまず必要なことは、松江市のような情報の共有化であると私は考えています。 

 大和市でも相談支援ファイル「かけはし」を運用していますが、効果的に運用されている状況とは言えません。 

個人情報などの課題はありますが、福祉・教育・医療・家庭が連携し、支援を必要とする子どもに対して最大限の

効果がある支援策を講じるために情報の共有化は不可欠であると考えます。ぜひ、皆様のご意見をお寄せ下さい。 

mailto:info@akamine.tv

